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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、膜貫通型4スーパーファミリー（テトラスパニンファミリーとも呼ばれる）のメンバーです。これらのメンバーのほとんどは、4つの疎水性ドメインの存在を特徴とする細胞表面タンパク質です。これらのタンパク質は、細胞の発達、活性化、成長、運動性の調節に役割を果たすシグナル伝達イベントを媒介します。このコードされるタンパク質は細胞表面糖タンパク質であり、神経突起伸展の制御に関与している可能性があります。インテグリンと複合体を形成することが知られています。この遺伝子は、X連鎖性精神遅滞や、ハンチントン舞踏病、脆弱X症候群、筋強直性ジストロフィーなどの神経精神疾患に関連しています。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：TSPAN7の欠陥が精神遅滞X連鎖型58（MRX58）の原因である[MIM：300210]。精神遅滞は、適応行動の障害を伴う、発達期に発現する、全般的な知的機能が著しく低いことを特徴とします。非症候性精神遅滞患者は、他の臨床徴候を示さない場合があります。,機能：細胞増殖および細胞運動に関与している可能性があります。,類似性：テトラスパニン（TM4SF）ファミリーに属します。,組織特異性：T細胞のみに発現するわけではありません。一部の患者の急性骨髄性白血病細胞に発現しています。,
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	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

